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新 規 事 業 及 び 重 要 事 業 総 括 表

Ⅰ 総 額

区 分 令和６年度 令和５年度 伸び率

予算総額 8,786,642千円 12,960,304千円 ▲32.2％

一般会計構成比 0.4％ 0.6％ －

【一般会計】

－ ２ －



新 規 事 業 及 び 重 要 事 業 総 括 表

－ ３ －

Ⅱ 主な新規事業及び重要施策

１ 県民の暮らしの安心確保

Ｐ ５ 防犯のまちづくりの更なる推進 【防犯・交通安全課】 ３２，２３５

（単位 千円）

Ｐ ８ 新 規 バーチャルユースセンター（仮称）の設置 【青少年課】 １８，８６０

３ 誰もが活躍し共に生きる社会の実現

Ｐ１０ 一部新規 困難な問題を抱える女性への支援の強化 【人権・男女共同参画課】 ７６，５５１

Ｐ１２ 一部新規 性の多様性を尊重した社会づくりの推進 【人権・男女共同参画課】 ３２，５３６

２ 人生１００年を見据えたシニア活躍の推進

Ｐ ９ 一部新規 埼玉未来大学によるシニア活躍支援 【共助社会づくり課】 １０４，５０３

Ｐ１４ 一部新規 「バーチャル埼玉」による魅力発信 【県民広聴課】 １５，１６８

Ｐ１６ 一部新規 文化芸術の振興 【文化振興課】 ６６，００３

４ 支え合い魅力あふれる地域社会の構築

Ｐ１３ 一部新規 国際交流と多文化共生の推進 【国際課】 ８，０５８

Ｐ ７ 消費者被害対策の推進 【消費生活課】 １４２，３３５

Ｐ１１ 新 規 ジェンダー主流化の推進 【人権・男女共同参画課】 ８２１

Ｐ１５ 一部新規 本県の魅力を活用した戦略的な情報発信 【広報課】 ２６，８５２

Ｐ ６ 一部新規 高齢者の交通安全対策の推進 【防犯・交通安全課】 １９，４３６



新 規 事 業 及 び 重 要 事 業 総 括 表

－ ４ －

（単位 千円）

Ｐ１９ 新 規 ｅスポーツの普及・裾野拡大 【スポーツ振興課】 ３３，２９６

Ｐ１７ 屋内５０ｍ水泳場の整備 【スポーツ振興課】 ４２５，２０６

Ｐ１８ スポーツ科学拠点施設の整備 【スポーツ振興課】 １６，１８６

Ｐ２０ 一部新規 スポーツの振興 【スポーツ振興課】 １２７，４５８

Ｐ２２ 一部新規 県民案内業務の実施 【県民広聴課】 １０，８７２



防犯のまちづくりの更なる推進

目 的

第４期「防犯のまちづくり推進計画」に基づき、防犯のまちづくりを更に推進して安全・安心の確保を図る。

（１）市町村と連携した防犯環境の整備 ２５，０００千円

・犯罪の抑止効果及び社会的関心が高い防犯カメラの公共空間への設置事業への補助

・自主防犯活動団体（わがまち防犯隊）の活動支援事業への補助

（２）自主防犯活動の活性化 ３，２０１千円

・県民の自主防犯活動において、青パト活動を開始する団体等への青色回転灯等装備品の提供

・防犯協定締結事業者による地域の見守り活動の推進

事業概要

防犯協定締結式

出前講座防犯キャンペーン

（１）防犯のまちづくりの普及啓発等 １，７３９千円
・市町村等と連携した各種犯罪被害防止に資するキャンペーンの実施
・県民、事業者等に対する出前講座、現地指導等の実施

（２）わがまち防犯隊レベルアップセミナーの開催等 ８６０千円

・自主防犯活動団体「わがまち防犯隊」に対するレベルアップセミナーの開催
・防犯サポーター等に対する情報発信等の実施

（３）事業者等との連携による防犯活動の推進等 ５２３千円

・防犯のまちづくり推進会議総会の開催
・防犯協定締結事業者等と連携した防犯活動の実施及び協定締結事業者の拡大

（４）特殊詐欺被害防止ワークショップ ９１２千円

・県民に対する「特殊詐欺対策機器を見て、聞いて、触れる」ワークショップ
の実施

青パト装備品の提供

街頭防犯カメラ
出典:埼玉県警察ホームページ

【予算額】３２，２３５千円

担当 防犯・交通安全課 防犯・犯罪被害者支援担当
内線 ２９４２、２９４０

１ 防犯環境の整備 ２８，２０１千円

２ 防犯のまちづくりの推進 ４，０３４千円

特殊詐欺被害防止
ワークショップ

－ ５ －



高齢者の交通安全対策の推進

目 的

担当 防犯・交通安全課 総務・交通安全担当
内線 ２９６０

【予算額】１９，４３６千円

事業概要

１ 高齢者を対象とした総合的な交通安全教育の推進 １９，４３６千円

（１）岩槻高齢者講習センターにおける体験型機器を活用した交通安全教育の実施（新規） １７，９４５千円
・体験型機器を活用し、交通ルールや自己の身体能力の認識、手上げ横断をはじめとした安全な道路横断方法、自転車乗用
中の注意点、横断歩道における歩行者保護等を学べる交通安全教育を実施
導入機器：歩行者シミュレーター、自転車シミュレーター、ドライブチェッカー等

（２）県政出前講座による交通安全教育の実施 １，４９１千円
・身体機能や認知機能の低下を踏まえた安全運転の継続に必要な助言や、正しい交通ルールなど、高齢者の特性に応じた
交通安全教育を実施

歩行者シミュレーター 自転車シミュレーター ドライブチェッカー

一部新規

－ ６ －

高齢者に対し、加齢に伴う身体機能の低下の自覚や正しい横断方法等の交通ルール、自転車乗用中の注意点等を、岩槻高齢者講
習センターにおける体験型交通安全機器を活用した交通安全教育や県政出前講座により啓発し、高齢者の交通事故の防止を図る。



消費者の安心･安全を確保するため、県･市町村の消費生活相談体制の充実･強化を図るとともに、消費者啓発の推進や悪質事業者
に対する行政指導・処分を行う。

消費者被害対策の推進

目 的

担当 消費生活課 総務・企画調整担当
内線 ２９３５

【予算額】１４２，３３５千円

事業概要

１ 消費者行政の活性化 ３６，９２５千円

（１）消費生活相談体制の強化 ４，６６８千円

・消費生活相談員のレベルアップ研修や市町村相談窓口への支援の実施

（２）消費者啓発・広報の推進 ３２，１２９千円
・学校等と連携した消費者教育、県民の消費者被害防止を図るための啓発・広報の実施
・消費者志向経営の推進

（３）法執行・事業者指導強化 １２８千円
・悪質事業者に関する情報収集、調査により行政指導・処分の実施

（１）消費者行政の活性化の取組を行う市町村に対する補助 ９０，０００千円

（１）消費生活相談員確保対策 ２０５千円
・消費生活相談員人材バンクの運用、就業後のフォローアップ研修の実施

２ 高齢者等の見守り促進 １５，２０５千円

３ 消費者行政の活性化（市町村補助） ９０，０００千円

（１）高齢者等見守り促進 １４，６８６千円

・「見守り推進員」の配置、市町村に対する消費者安全確保地域協議会の設置支援

（２）高齢者の消費者被害防止フォーラムの開催 ５１９千円

・市町村の福祉部門と消費生活部門の連携強化に向けた情報交換による、

地域の見守りネットワーク活動の支援

４ 消費生活相談体制の強化 ２０５千円

高齢者を守るお助けかわらばん

消費者被害防止フォーラムの様子

－ ７ －



－ ８ －

バーチャルユースセンター（仮称）の設置

あらゆるこども・若者に身近な居場所があり、気軽に他者に相談し、生き生きと活躍している社会を目指す。

目 的

担当 青少年課 企画・非行防止担当
内線 ２９０５

【予算額】１８，８６０千円

事業概要

１ バーチャルユースセンター（仮称）の設置 １８，８６０千円

新 規

（１）バーチャルユースセンター（仮称）事業（新規） １８，８６０千円

・メタバース空間に、小学生から義務教育修了後の大学生程度までのこども・若者が安心して気軽に参加でき、体験・交流・

相談等の機能を備えた新たな居場所として、バーチャルユースセンター（仮称）を構築

バーチャルユースセンター(仮称)（試験運用：R6.10～、本番運用：R7.10～）

【相談部屋】
心配なこども、悩み・
生きづらさを抱えたこ
どもの相談機能

バーチャルユースセンター（仮称）

つなぎ

相談支援

【交流部屋】
ネット空間における新たな居場所
・交流（テーマトークなど）
・体験・講座（ワークショップなど）交流支援

オフ会

電話
等

専門支援機関など体験・交流等

居場所＠
リアル

就労
体験

農業
体験

スポ
ーツ

ワーク
ショップ

芸術
体験

ひき
こもり

発達
障害

就労
支援

生活
困窮

非行
克服

こころの
悩み

その他（孤独・孤立
ＰＦ参加団体等）

不登
校

リアル

参加者の希望、気持ちの変化に応じて、リ
アルの体験・交流、専門支援機関を利用

県庁内外の様々な資源・取組を活用

運営検討会議
安心して気軽に参加できる運
営を検討
・心理、居場所、バーチャル等の

有識者など
・コンテンツ、安全利用、

運営の留意点等

運営状況等

提案

市町村

・市町村の居場所、支援につなぐ
・ノウハウ共有

・バーチャルユースセンターにつなぐ



（公財）いきいき埼玉が実施する「埼玉未来大学」を通じ、シニアの「学び直し」と「再チャレンジ」を応援するとともに、
元気なシニアが地域の担い手として活躍できるよう支援を行う。

埼玉未来大学によるシニア活躍支援 【予算額】１０４，５０３千円

目 的

担当 共助社会づくり課 活動支援担当
内線 ２８１９

事業概要

１ 埼玉未来大学によるシニア活躍支援 １０４，５０３千円

（１）岩槻高齢者講習センターにおける社会参加・健康づくり事業（新規） ２２，１３０千円
・埼玉未来大学のコンテンツを活用した運動機能測定、健康長寿や社会参加に関する講座の放映等を実施

（２）ライフデザイン科（一部新規） ６，１７１千円
・シニアライフを安心して暮らすための知識の習得や、健康習慣を楽しく身につけられる健康長寿プログラムを実施

（３）地域創造科（一部新規） ２０，８６５千円
・ＮＰＯの設立や、ソーシャルビジネスの立ち上げ・運営に関する専門的な
カリキュラムを提供

（４）埼玉未来大学の運営 ５５，３３７千円
・シニアの地域参加を促進するため、埼玉未来大学の運営を支援

一部新規

 専門講座の充実【拡充】
シニアのニーズなどを捉え、魅力的な講座を新設
「スポーツイベントボランティア講座」、「地域あそびレクリエーション講座」など

新規・拡充内容 埼玉未来大学の学習風景

 オンラインコースの講座数増加 【拡充】
令和５年度の計１２講座から計１７講座へ増加
既存の「人生１００年時代における市民活動のすすめ」などの講座に加え
「埼玉県の気候変動とその対策」「シニアのための片づけ・収納術」などを追加

新規・拡充内容

－ ９ －



－ １０ －

令和６年４月に施行される「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律」を踏まえ、本県における困難な問題を抱える
女性への支援の強化を図る。

目 的

担当 人権・男女共同参画課 ＤＶ対策担当
内線 ２９２３

事業概要

（１）相談支援事業の充実（一部新規） ５３，６８９千円
婦人相談センターを男女共同参画推進センターへ統合し、女性支援の拠点としての体制を整備、相談支援を拡充

一部新規

 相談へのきっかけ作り 【新規】
相談窓口を周知、地域でのセミナー&グループ相談会を開催、メタバース相談等を実施

 相談支援の充実【拡充】
ウェブチャット相談の対象者を拡大（DV被害者→DV被害者+困難を抱える女性）

 相談窓口体制の整備【新規】
警備体制を整備、相談室を改修

新規・拡充内容

（２）女性自立支援施設機能の充実（新規） ７，４６４千円
・支所を困難な問題を抱える女性の自立支援を担う「女性自立支援施設」とするため、入所者の中長期的な滞在
を見据え、支所における食堂や自立支援を行うための居室を改修

・一般的な生活力を身に付けるための講座等を実施

（３）民間団体との連携強化（新規） １５，３９８千円
・困難な問題を抱える女性へのアウトリーチ（働き掛け）、居場所の提供、自立支援を行う民間団体へ助成
・民間団体と密接な連携を図るための関係機関連携会議を開催

（新）埼玉県男女共同参画推進センター

本所(現 埼玉県男女共同参画推進センター) 支所（現 埼玉県婦人相談センター）

・男女共同参画の推進に関する施策の実施
・県民及び市町村による
男女共同参画の取組支援

・相談支援
・関係機関との連絡調整

等

・緊急時の安全確保及び一時保護のための施設
・自立支援のための施設

困難な問題を抱える女性への支援の強化 【予算額】７６，５５１千円

１ 困難な問題を抱える女性への支援の強化 ７６，５５１千円



ジェンダー主流化の推進

ジェンダー主流化を県の施策に反映させ、これまで埋もれていた女性（男性）のニーズを取り入れた取組を進めることで、
女性も男性も暮らしやすい埼玉県を目指す。

目 的

担当 人権・男女共同参画課 男女共同参画担当
内線 ２９２１

【予算額】８２１千円

事業概要

（１）市町村・企業向けジェンダー主流化推進事業（新規） ８２１千円
・トップセミナー
市町村長や企業の幹部向けに、ジェンダー主流化についての理解を深め、
その実践へとつなげるセミナーを各々実施

・市町村・企業担当者向け講座
市町村や企業の実務担当者向けに、ジェンダー主流化の重要性を学ぶ
講座を実施

新 規

セミナー（イメージ）

１ ジェンダー主流化の推進 ８２１千円

－ １１ －

県のあらゆる施策にジェンダー主流化の考え方を取り入れるとともに、県内市町村や企業においてもジェンダー主流化の理解促進を
図るため、市町村長や企業の幹部などに向けたセミナー等を開催

ジェンダー主流化とは
あらゆる施策において、固定的性別役割分担、性差別、偏見等が社会的に作られたものであることを意識する視点を

取り入れることで、一つの施策が結果として男女間で格差をもたらしていないかを点検し、事業効果の向上を図るもの

県の施策の点検

市町村・企業におけるジェンダー主流化の理解促進

ジェンダー主流化の視点を取り入れた施策の展開

市町村事業や企業活動への展開

埼玉県における
ジェンダー平等

の実現へ

県

市町村・企業

セミナーや講座を通じ波及



性の多様性を尊重した社会づくりの推進

－ １２ －

全ての人があらゆる場において性の多様性を尊重され、安心して生活できる社会の実現を目指す。

目 的

担当 人権・男女共同参画課 ＬＧＢＴＱ担当
内線 ２９２７

【予算額】３２，５３６千円

事業概要

１ 性の多様性を尊重した社会づくりの推進 ３２，５３６千円

（１）理解の増進（一部新規）                  １０，０７４千円
   ・性の多様性に関する正しい理解が進むよう県民・企業向けに啓発を実施

一部新規

 「性の多様性を知る！分かる！」動画等によるアライ＊の拡大【拡充】
正しい理解を促進するため、ロールプレイング形式などの動画や啓発資料を作成
＊性的マイノリティを理解し、支援している人、又は支援したいと思う人のこと

 県内の大学間のネットワークを立ち上げ【新規】

新規・拡充内容

（２）相談体制の拡充（一部新規）                 １６，４８８千円
   ・当事者等が相談しやすいよう従来の電話やLINEに加えメタバースを活用（にじいろ県民相談）
   ・企業における取組を促すため企業からの相談に対応（にじいろ企業相談）

（３）暮らしやすい環境づくり（一部新規） ５，９７４千円
・埼玉県アライチャレンジ企業の登録を働き掛けるとともに、企業向けの事例集を作成

   ・様々な企業等が情報共有できるセミナーを実施

 埼玉県版「働きやすい環境づくりガイドブック」【新規】
性の多様性に配慮した取組が分からない県内企業向けに事例をまとめた県独自の
ガイドブックを作成

 アライによる暮らしやすい環境づくり推進セミナー【新規】
企業、大学、市町村などの担当者を集め、 実践的な取組を促すためのセミナーを実施

埼玉県アライチャレンジ企業
シンボルマーク

 メタバース「にじいろ県民相談」【拡充】
音声とチャットを組み合わせたメタバース相談を試行的に実施

新規・拡充内容

新規・拡充内容
基礎的知識の啓発資料

（イメージ）



－ １３ －

国際交流と多文化共生の推進

若者の国際交流体験を支援し、将来国内外で活躍する人材を育成するとともに、日本人と外国人の双方が歩み寄ってコミュニ
ケーションがとれる「やさしい日本語」の普及等を通じて、県民誰もが暮らしやすい多文化共生の地域づくりを進める。

目 的

担当 国際課 国際連携担当、多文化共生担当
内線 ２７１３、２７１５

【予算額】８，０５８千円

事業概要

（１）ボランティア育成研修の実施 ３，８９６千円
・県民を対象として、地域で身近な外国人を支援するボランティアを育成する研修を実施

（２）「やさしい日本語」の普及促進（新規） １，１６２千円
・行政機関での活用を通じた普及を進めるための講座を実施

２ 日本人と外国人が共に地域を支える多文化共生の推進 ５，０５８千円

一部新規

 「やさしい日本語普及サポーター」の養成 【新規】
行政機関において「やさしい日本語」による情報発信を進めるため、

普及の中心となる職員を「普及サポーター」として養成する講座を実施

新規・拡充内容
たかい ところ に
にげて ください

たかだい︖
ひなん︖

普通の日本語 「やさしい日本語」

➡

１ 真の国際人育成を目指した国際交流の推進 ３，０００千円

（１）国際交流オンラインプログラムの実施（新規） ３，０００千円
・中高生を対象に、将来の留学や海外勤務を具体的にイメージできる
オンラインプログラムを実施

・国際的に活躍する本県ゆかりの著名人の講演、現地大学の留学体験、
海外の若者との交流により国際感覚を身に付けることができる内容

・姉妹州（オーストラリア・クイーンズランド州）と連携



－ １４ －

「バーチャル埼玉」による魅力発信

バーチャル埼玉を活用した戦略的広報を実施し、埼玉の魅力度向上を図るとともにメタバース県庁の実現を目指す。

目 的

担当 県民広聴課 魅力発信担当
内線 ２８２６

【予算額】１５，１６８千円

事業概要

１ バーチャル埼玉による魅力発信 １５，１６８千円

（１）バーチャル空間を使用した魅力発信（一部新規） ６，２８９千円
アウトドアの魅力をキーコンテンツとして、部局横断で埼玉の魅力を発信

（２）バーチャル＋リアルイベント等の開催（一部新規） ５，０３８千円
バーチャルとリアルが連動したイベントを開催

（３）企業等と連携した情報発信（新規） １，１００千円
アウトドア企業等と連携し、企業の持つブランド力や集客力を活かした魅力発信を実施
・企業連携における県との広報連携
・連携企業によるバーチャルブース出展

一部新規

 県産食材を生かしたアウトドアコンテンツ 【新規】
 県内アウトドアに関する３６０度動画【新規】
 アウトドアユーザー向けの交流など【新規】

新規・拡充内容

 アウトドア系Youtuber等との連携 【新規】
 リアルのイベント等への出展【新規】

新規・拡充内容

バーチャルとリアルの連動イベント

バーチャル埼玉の川辺等でアウトドアPR

蔵造りの町並みに企業ブースを設置

（４）ランディングページ運営、サイト保守管理費 ２，７４１千円



－ １５ －

本県の魅力を活用した戦略的な情報発信

多様な広報媒体を組み合わせ、集中的・効果的な情報発信を実践することで、埼玉観光の流行感を創出し認知度を向上させる。

目 的

担当 広報課 テレビ・ラジオ・広報紙担当
内線 ２８５８

【予算額】２６，８５２千円

事業概要

１ 本県の魅力を活用した戦略的な情報発信 ２６，８５２千円

（１）広報アンバサダーの戦略的拡充 ５，３２２千円

• 若者の利用が多いインスタグラムを活用して、それぞれの視点で埼玉県の
魅力・観光情報や取組を発信する「埼玉県広報アンバサダー」を６組から
２０組に拡大し、発信の頻度と柔軟性を向上

• 埼玉県広報アンバサダーは、それぞれが得意とする情報発信の分野（グル
メ、地域情報、フォト、和文化体験etc）やフォロワー数等を踏まえて選定

• 埼玉県広報アンバサダーの目線で発信することで若者等への訴求力を高め
るとともに、流行感を創出し、認知度を向上

（２）彩の国だより特集号を活用した戦略的ＰＲ（新規） ２１，５３０千円

• 県広報紙「彩の国だより」特集号を発行し、県内や首都圏に向け情報発信

• 観光トピックをインタビューや歴史、文化、秘話、描く将来像等を深掘り
した読み応えのあるストーリーで紹介

• 彩の国だより特集号は、冊子タイプも作成し、首都圏に向け情報発信

• 県公式観光サイト「ちょこたび埼玉」（ＷＥＢ版）でも掲載

• 県公式ＳＮＳや広報アンバサダーなど、多様な広報手法を活用し、集中的
かつ効果的に発信することで、流行感を創出し、認知度を向上

彩の国だより
（令和６年１月号）

多様な媒体で集中的発信

広報アンバサダーの投稿

梨農家を取材（令和５年８月）

県公式インスタグラム(上)
県公式ＬＩＮＥ(下)

（令和６年１月投稿）

一部新規



－ １６ －

文化芸術の振興

彩の国さいたま芸術劇場と、埼玉会館のそれぞれの特性を生かし、密接な連携を図りながら多彩な公演を行うことで、県民が
優れた文化・芸術に触れる機会を提供する。また、多様な世代・属性による芸術表現活動グループの設立などにより、社会課題
の解決に繋げる文化芸術活動を推進するとともに、芸術劇場の開館３０周年を契機に、魅力発信の充実を図る。
さらに、伝統芸能等の発表の場と体験機会の創出や支援体制の充実等により、伝統芸能等の魅力発信と継承を図る。

目 的

担当 文化振興課 総務・財団担当、文化創造・発信担当
内線 ２８７８、２８７９

【予算額】６６，００３千円

事業概要

１ 多彩な舞台芸術作品の提供 ４９，７１６千円

（１）彩の国さいたま芸術劇場と埼玉会館における公演の実施 ３６，０７４千円
芸術劇場では、近藤良平芸術監督による、独自性や話題性に富み、芸術性の高い、多彩な作品を

創造・発信し、埼玉会館では音楽公演を中心に良質で親しみやすい作品を提供

一部新規

（１）彩の国さいたま芸術劇場３０周年記念事業（新規） ８，０５０千円
令和６年１０月に芸術劇場が開館３０周年を迎えることから、劇場を支えていただいた多くの県民に

感謝の意を込めて映画館及びSNS等による効果的なPR 、グッズ作成や見学ツアー等による記念事業を実施

（２）多様な世代・属性による芸術表現活動グループの設立・活動 １３，６４２千円
近藤芸術監督が構想する年齢やジャンル、障害の有無などにとらわれない新たなグループを設立し、

ワークショップの開催や公演を実施

３ 地域に心豊かな生活をもたらす伝統芸能の魅力発信と継承団体の支援 ８，２３７千円

近藤良平芸術監督による
ワークショップの様子

撮影：宮川舞子

芸術劇場外観

撮影：小川重雄

２ 彩の国さいたま芸術劇場の開館３０周年記念事業の実施 ８，０５０千円

（１）伝統芸能等の魅力の発信による新たなファンの獲得 ６，７８９千円
大規模商業施設で伝統芸能団体等によるステージパフォーマンスやワークショップを開催

（２）伝統芸能等の継承支援 １，４４８千円
企業等が伝統芸能団体を支えるサポーター制度の運用、学生等によるアーカイブ動画の撮影・公開、

伝統芸能団体同士をつなぐフォーラムの開催
大規模商業施設での

ステージパフォーマンス



－ １７ －

屋内５０ｍ水泳場の整備

県内初の公営屋内５０ｍ水泳場を整備し、競技力の向上につなげるとともに、国内主要大会を開催し、水泳の普及振興を図る。
また、誰もが水に親しむ環境を創出し、県民の健康増進等を図る。

目 的

担当 スポーツ振興課 スポーツ施設担当
内線 ６９５１

事業概要

１ 屋内５０ｍ水泳場整備運営事業の推進 ３３，５１６千円

【予算額】 ４２５，２０６千円 【債務負担行為】３４，０３０千円

（１）屋内５０ｍ水泳場の整備運営 １，１５８千円
・屋内５０ｍ水泳場の整備・運営（ＰＦＩ事業）に係る事業者等との調整

（２）モニタリング等支援業務委託 ３２，３５８千円
・専門的な知識・ノウハウ・経験等を有する事業者にモニタリング等支援
業務を委託（令和６～８年度の３か年契約）
※ 令和７、８年度については債務負担行為（３４，０３０千円）を設定

２ 屋内５０ｍ水泳場の整備、運営・維持管理 ３９１，６９０千円

（１）屋内５０ｍ水泳場の整備、運営・維持管理 ３９１，６９０千円
・屋内５０ｍ水泳場の整備・運営（ＰＦＩ事業）に係る事業者への対価（サービス購入料）
・事業期間：令和５年度から令和２３年度まで
・総事業費：２１，０４５，１３７千円

鳥観図

令和５年度

入札公告・事業者
との契約締結 等

令和６年度

設計

令和７年度 令和８年度

工事

令和９年度～令和２３年度

開設
準備 開設 運営・維持管理

〔事業スケジュール〕



（１）スポーツ科学拠点施設の整備 【債務負担行為】１４，９８７ ，９７０千円
・令和６年度中の入札公告、事業者との契約締結に向けて、スポーツ科学拠点
施設の整備に係る債務負担行為を設定

・県が負担する整備費相当額について、事業期間で平準化
（債務負担行為の期間：令和７年度から令和３８年度まで）

－ １８ －

スポーツ科学拠点施設の整備

スポーツ科学拠点施設を整備し、パラスポーツを含む多様な競技力の向上につなげるとともに、県民のスポーツ実施率の向上
や健康増進、公園全体の賑わいの創出を図る。

目 的

担当 スポーツ振興課 スポーツ施設担当
内線 ６９５１

事業概要

１ スポーツ科学拠点整備運営事業の推進 １６，１８６千円

【予算額】 １６，１８６千円 【債務負担行為】１４，９８７，９７０千円

（１）スポーツ科学拠点施設の整備に向けた検討・推進 １，３９８千円
・スポーツ科学拠点施設の整備・運営業務をＰａｒｋ－ＰＦＩ事業として実施
するため、令和６年度中に事業者との契約締結

２ スポーツ科学拠点施設の整備 【債務負担行為】 １４，９８７，９７０千円

（２）アドバイザリー業務委託 １４，７８８千円
・事業の円滑な実施を図るため、事業者との契約締結までに必要な各種検討に
あたり、専門的な知識・経験等を有する事業者にアドバイザリー業務を委託
（令和５～６年度の２か年契約）

令和６年度

入札公告・
契約締結

令和７年度 令和８年度 令和９年度

設計・工事

令和１０年度～令和３８年度

開設
準備 開設 民間による運営・維持管理

〔事業スケジュール〕

イメージ図
（実際の施設配置等は事業者提案を踏まえて決定）

スポーツ科学利用スポーツ科学利用
【提供︓(独)日本スポーツ振興センター】

賑わいの創出賑わいの創出県民スポーツ利用県民スポーツ利用



－ １９ －

ｅ スポーツの普及・裾野拡大 ～埼玉ｅスポーツ、未来への挑戦～

ｅスポーツイベントの開催を通じ、ｅスポーツの普及・裾野拡大を図り、賑わい創出や共生社会の実現、社会課題の解決につ
なげる。

目 的

担当 スポーツ振興課 スポーツ連携・企画担当
内線 ６９５９

事業概要

１ ｅスポーツ普及・裾野拡大イベントの開催 ２４，２６７千円

【予算額】 ３３，２９６千円

（１）ｅスポーツ普及・裾野拡大イベントの開催（新規） ２２，９９５千円
・県内３か所の会場を同時接続することで、県内広域に渡るイベントを開催
・県内観光スポットが登場するオリジナルのコースやフィールドを作成し、
イベントで活用

・プロｅスポーツプレーヤー等によるエキシビジョンマッチの開催
・プロ、アマ選手によるバーチャルサイクルレースの開催
・初心者向けｅスポーツ体験会の開催

（２）気軽にｅスポーツを体験できる機会を提供（新規） １，２７２千円
・親子が多数訪れる県庁オープンデーや既存イベントと併催し、
身近な場所で実際にｅスポーツに触れ、体験する機会を提供

２ 人気ｅスポーツタイトルのオリジナルコースの作成 ４，１１７千円

（１）県内観光スポットが登場するオリジナルコース、フィールドの公開（新規） ４，１１７千円
・ＶＲサイクルアプリオリジナルコースの作成
・人気ｅスポーツタイトルオリジナルフィールドの作成

新 規

３ ｅスポーツトレーニングキャンプの開催 ４，９１２千円

（１）プロチーム等が指導する ｅ スポーツトレーニングキャンプの実施（新規） ４，９１２千円
・高校生を対象とし、指導（操作技術、戦術等）を実施
・学校関係者、県内企業の視察を受け入れ、ｅスポーツへの理解を促進

観光スポット例

川越市・時の鐘

ペイレスイメージズ/123RF.COM

キャンプ
実施イメージ

イベント
実施イメージ



－ ２０ －

スポーツの振興

国際試合等の誘致・開催やトップスポーツと連携した試合観戦促進、パラスポーツを含めたイベントの実施によって、県民が
スポーツを身近に感じる機会を提供する。また、アスリートへの一貫したサポートにより、トップアスリートの輩出を目指す。

目 的

事業概要

１ トップスポーツとの連携 ２６，２６８千円

【予算額】 １２７，４５８千円

担当 スポーツ振興課 スポーツ連携・企画担当、パラスポーツ担当、競技スポーツ担当、生涯スポーツ担当
内線 ６９４５、６９９８、６９５５、６９５３、６９５１

（２）ＷＥリーグと連携した埼玉女子サッカーの気運の醸成 ３，５８５千円
・ＷＥリーグに所属する県内３チーム、ホームタウン市、地元メディア等と
連携し、継続的なＷＥリーグの盛り上げ及び女子スポーツの振興

知事杯授与記念イベント 大宮アルディージャによる
サッカー教室

（１）トップスポーツの現地試合観戦の促進（新規） ２２，６８３千円
・国際試合等の誘致・開催やトップスポーツを活用した試合観戦促進の
取組によって、県民がスポーツに触れる機会を創出し、競技振興と
観戦気運の醸成を図る。

一部新規

ＰＶイベントイメージ ＷＥＢアプリイメージ

〔事業内容〕
・国際試合の誘致・開催
➣ ＰＲイベント・ＰＶ（パブリックビューイング）の開催により、

県民の試合参加を促進
➣ ＰＲ動画・ＰＲ記事の製作により、県民の試合への興味を喚起

・試合観戦を促すＷＥＢアプリの作成・活用
➣ 試合情報・チケット情報等の一元化発信
➣ 複数チーム・複数競技の試合観戦を促進するデジタルスタンプ

ラリーの実施

〔事業内容〕
・ＷＥリーグ気運醸成委員会の運営
・県内チーム同士の対戦「埼玉ダービー」優勝チームへ知事杯授与及び
知事杯授与記念イベントを実施

・県内チームと連携した親子・初心者向けのサッカー教室やイベントを開催

ペイレスイメージズ/123RF.COM
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２ 誰もが気軽にスポーツに親しめる機会の充実 ３７，８９０千円

（１）多彩なスポーツイベントの開催等 ７，２３８千円
・スポーツフェスティバルの開催（アーバンスポーツ体験やプロスポーツ
選手との交流など）

・スポーツ大会の開催支援のために助成金を交付

（２）パラスポーツの普及・裾野拡大 ３０，６５２千円
・パラスポーツイベントの開催（ボッチャ交流大会等）
・県内学校を対象としたパラスポーツの体験・交流会の開催
・地域のパラスポーツ指導員等の育成及び活動支援
・パラスポーツ活動団体への助成
・デフリンピック等を見据えてパラスポーツ用具を購入し、
県有スポーツ施設等へ整備・活用

埼玉県ボッチャ交流大会 特別支援学校と普通高校の
運動部活動交流会

スポーツフェスティバル
トランポリン体験

スポーツフェスティバル
ボルダリング体験

３ 競技力の向上 ６３，３００千円

（１）県ゆかりのトップアスリートの輩出 ６３，３００千円
・県ゆかりのアスリートが健常者・障害者ともに、国内主要大会・国際
大会において活躍するために、スポーツ科学を活用した発掘・育成から
強化支援まで一貫したサポート体制を整備

強化指定選手の
認定証交付式

Ｒ５強化指定選手

競技別専門トレーニング

項目 内容

発掘・育成

【健常者】年代に応じた発掘・育成を実施
➣小学生：多様な競技体験等により競技特性の発見
➣中学生：競技別専門トレーニングの実施

【障害者】障害種別に応じた発掘・育成を実施
➣体験会・測定会による競技とのマッチング
➣発掘した人材を競技団体等で育成

強化支援 強化指定選手に認定し、スポーツ科学を活用した専門家によるサポート等を実施

その他
強化指定選手の認定証交付式や練習会などを健常者・障害者合同で開催する
ことにより、選手間のモチベーション向上、交流機会の創出 専門家による個別指導



県民案内業務の実施

県民の利便性の向上を図るため、来庁者への案内を行う。

目 的

担当 県民広聴課 広聴・知事への提案担当
内線 ２８４２

【予算額】１０，８７２千円

事業概要

１ 県民案内業務の実施 １０，８７２千円

（１）県民案内業務の実施（一部新規） １０，８７２千円
本庁舎の県民案内室及び第二庁舎の県民案内所において来庁者への案内を実施

一部新規

 オンライン遠隔案内システムの導入 【新規】
第二庁舎の県民案内所にオンライン遠隔案内システムを導入し、アバターによる案内を実施

新規・拡充内容

本庁舎

第二庁舎

●

●

● 本庁舎● 第２庁舎

県民案内室から
遠隔操作

県民案内室県民案内所

オンライン化

有人

－ ２２ －


